
令 和 ５ 年 １ １ 月 ９ 日 

国立大学法人旭川医科大学 

 

会計検査院による令和４年度決算検査報告における 

「固定資産の減価償却に係る会計処理（不当事項）」について 

 

本学は，令和５年３月に行われた会計検査院による実地検査において，本学が有する固定資産

（建物等）の減価償却に係る会計処理について誤りがあるとの指摘を受けました。 

 

この指摘の内容は，平成１６年の国立大学法人設立時において，国から出資を受けた本部管理

棟等の建物について，誤った法定耐用年数を適用したうえ減価償却に係る会計処理を行ったこと

により，令和３事業年度財務諸表において，固定資産の残存価額が２億７７０３万円過小に表示

されているため，不当と認められるとの内容となります。 

 

なお，本学と致しましては，この指摘を受け，令和４事業年度財務諸表において，適切な会計

処理を行ったうえ，適正な表示に改めております。 

 

今後においては，職員への法定耐用年数に関する理解を徹底するとともに，チェック体制の強

化を図ることにより，再発防止に努めてまいります。 

 

 

※旭川医科大学 令和４事業年度 財務諸表等公表 URL 

https://www.asahikawa-med.ac.jp/uploads/files/portal/guide/data/financial/zaimur04_new.pdf 

 

 




